
外科

食道がん

FP療法

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 2 3 4 5 6 7 29

1 CV メイン ソルアセトD 500mL 10°-18° ↓ ↓

2 CV メイン ソルデム3A 500mL 18°-2° ↓ ↓

3 CV メイン ソルデム3A 500mL 2°-10° ↓ ↓

4 CV メイン ソルアセトD 500mL 10°-22° ↓

5 CV メイン ソルデム3A 500mL 22°-10° ↓

6 CV メイン ソルアセトD 500mL 10°-10° ↓ ↓ ↓ ↓

7 CV 側管1 フルオロウラシル 800mg/㎡ 11°-11° ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 1000mL

8 CV 側管2 ラシックス 10mg 10° ↓ ↓

生食 50mL 10分かけて

9 CV 側管2 ラシックス 10mg 18° ↓ ↓

生食 50mL 10分かけて

10 CV 側管2 パロノセトロンバッグ 0.75mg 10°30' ↓

デキサート 19.8mg 30分かけて

11 CV 側管2 シスプラチン 80mg/㎡ 11°-13° ↓

生食 500mL 2hrかけて

12 CV 側管2 デキサート 13.2mg 6° ↓ ↓ ↓ ↓

生食 50mL 30分かけて

★１クール＝29日(day1はハイドレーション)

～ＭＥＭＯ～

催吐レベル4（90％以上）

フルオロウラシルによる静脈炎予防のためCVポートやピックカテーテル等を挿入して行う。輸液ポンプ使用可

24hr尿量チェック要(指示有)

科名

対象疾患名

プロトコール名
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